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抜粋して一部紹介します。
● やっぱり白菜！出汁が染みて美味しい (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

「
亀
岡
若
葉
会
」　
ひ
な
ま
つ
り

詳
し
く
は
、P.6

で
紹
介
し
て
い
ま
す
！



23
おすすめの鍋の具材
抜粋して一部紹介します。抜粋して一部紹介します。

● なんたってフグ！（80 代・男性）● やはりキノコ！しめじが好きでお勧めです。(60 代・女性）

「防災」×「地域」×「支援」を考える「防災」×「地域」×「支援」を考える
南あわじ市は、近い将来発生すると言われている南海トラフ大地震によって家屋の倒壊や津波に
よる甚大な被害が予測されています。大規模災害が発生した時、ひとりでも多くの命が救われるよ
う、地域ではさまざまな取り組みが行われています。

これまで経験した大規模な自然災害から、「日頃からつながりのある地域は災害時にも助け合う
ことができる地域」ということが分かっています。
社協では普段から、誰ひとり孤立することのないよう気にかけ合い、見守り、いざという時には

助け合うことができる「災害にも強い地域づくり」をこれからもすすめていきたいと考えていま
す。

令和6年1月1日に発生した能登地方を震源とする地震により被災されたみなさまに、心より
お見舞い申し上げるとともに、被災地域のみなさまの一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申
し上げます。
南あわじ市社協では淡路市社協、洲本市社協とともに事業所への義援金・支援金箱の設置や
学校などへ街頭募金活動への参加を呼びかけたところ、多くの事業所、学生から「私たちにも
できることがあれば協力したい」との声があがり、たくさんの支援の輪が広がりました。

社協では、全国の市区町村社協と連携し支援体制を構築しています。今後は社協のネット
ワークを駆使し、現地での災害ボランティアセンターの運営支援、高齢の人・障がいのある人
など支援が必要な方への支援も継続的に行う予定です。
被害状況はあまりにも甚大で、地震から約3か月が経過した現在でも多数の支援を必要とし
ている方がおり、復興に向けて多くの時間と労力を必要としています。
一日も早い復興のため、みなさまのご協力を切にお願い申し上げます。

Q「支援金」と「義援金」の違いって？

【災害にも強いまちを目指すため】

被災地の支援のために使われるお金です。

① 被災地での救命・復旧活動に使われます。（南あわじ市共同募金委員会の判断により、
NPO、ボランティア団体等を支援します）

② 支援団体が使い道を決定します。（支援金の使い方は支援先団体に任せます）
③ 被災地に早く届けられます。（被災地からのニーズに対して、柔軟に活用されます）
④ 被災地への物資・人的支援に役立てます。（物資等の搬送費、人的支援にかかる経費等
に役立てられます）

ぼうさいカフェin緑

社協みどり支部運営委員会では、気軽に防災につ
いて話し合う場づくりとして、平成23年から毎年
「ぼうさいカフェin緑」を開催しています。地域で過
去に起こった災害の振り返りや地域での主体的な防
災活動を学び、みんなで語り合うことで、防災意識の
向上を目指しています。

令和６年能登半島地震に際して …

互近助推進（見守り）委員会

伊加利地域づくり協議会・互近助推進（見守り）委
員会では、地域での見守り活動の一環として「しあわ
せの黄色い旗運動」、全世帯への「見守り安心カー
ド」の配布、年１回の「支えあい（防災）マップづく
り」を行っています。
地域全体で日頃から見守り活動を行うこと、定期
的に危険箇所や気になる方などについて情報を共有
することで、もしもの時に強い地域づくりをすすめ
ています。

くらす連絡会

くらす連絡会では、障がいのある人やそのご家族、
支援者の災害に対する意識向上を目指して、南あわ
じ市総合防災訓練に毎年参加しています。
実際の訓練会場をみんなで見学し、災害発生時の
具体的な対応などをリアルに学び体験します。訓練
後は、メンバー同士で災害に関する不安や情報を共
有し、災害への正しい理解や対策を考えるきっかけ
にしています。

支

援

金

被災者の方々へお悔やみや応援の気持ちを込めて贈るお金です。

① 被災地での救命・復旧活動には使われません。
② 配分委員会により公平・平等に被災者に分配されます。
③ 配分には時間がかかります。（被災者数の正確な情報が把握された後に分配します。配
分作業も被災自治体が担当するため作業に時間がかかります）

義

援

金

おすすめの鍋の具材

南あわじ市くらす連絡会は、淡路障害者自立支援協議
会の中の部会で、「障がいがあっても住み慣れた地域で
いつまでも自分らしくくらし続けることを実現する」た
めに開催しています。（ ）
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お 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せ
この度、「ほっとかへん

ネット南あわじ」で武庫
川女子大学の2回生12名
の社会福祉士実習生の受
入れを行いました。5日
間の実習期間で、養護老
人ホームさくら苑、あわじ障害者多機能施設ウインズ、児童養護施
設淡路学園の各施設・事業所をはじめ、地域に出て活動者からお話
しを聞くなど、幅広く「ふくし」について学びました。

最終日には、実習を通じて感じた「南あわじ市の良さや課題、今後こんなことに取り組めるといい
な」などについて、各班から発表をしていただきました。各分野での支援の共通点や、人と接する上
での重要な視点などについて、学校での学びと福祉現場での現実を結びつけながら振り返りを行う
ことができました。
そのあと行った福祉専門職との意見交換では、福祉の仕事

への思いなどをお互いに語り合い、刺激をもらい合う良い学
びの機会となりました。
実習生からいただいた意見も取り入れながら、南あわじ市

の「ふくし」がより良いものになるよう、ほっとかへんネット
の活動をすすめていきたいと思います。実習生のみなさまの
今後のご活躍を期待しています！

お問合せ・申込み：☎0799‐44‐3007

きこえのなんでも相談会きこえのなんでも相談会
高齢になると聞こえが悪いと感じたり、テレ

ビの音が大きいと言われるなどさまざまな悩
みがでてきます。聞こえの具合や、悩みなどを
相談できる講座が１月17日に丸山サロンにて
開催されました。淡路聴覚障害者センターによ
る講話や補聴器体験、言語聴覚士による聴力測
定が行なわれました。「私はまだ大丈夫」と思っ
ていた方も、自分では音の聞こえ具合はわから
ないので、聴力測定の結果を見ることで気づき
が生まれました。
みなさまも年に一度は

耳の聞こえ具合を確認し
てはいかがでしょうか？

日常生活自立支援事業の
ご案内

日常生活自立支援事業の
ご案内

４月15日（月）10：00～12：00
（毎月第3月曜日開催予定）

南あわじ市社会福祉協議会
２階会議室

使用済み切手・ベルマークの整理など
※ハサミを使って切ったり、仕分け
をしたりする簡単な作業です。

580万円以内
※使途により限度額・期間
が異なります。

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった
場合に貸し付ける費用

何か人の役に立ちたい方、集まってお
しゃべりがしたい方など、空いている時
間を活用してボランティアを始めてみ
ませんか？
お気軽に社協までお問合せください。

ボランティア募集ボランティア募集

ボランティア保険のご案内ボランティア保険のご案内

生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内
所得の少ない世帯等に対して相談援助を行い、必要な資金を貸し付けることによって、経済的な

自立と生活の安定、社会への参加を目指して兵庫県社会福祉協議会が行っている貸付制度です。
貸付制度は解決方法の一つです。他に方法があるかも含め、まずはどんなことでお困りか、南あわ

じ市社会福祉協議会までご相談ください。

社会福祉士実習生の受入れをしました社会福祉士実習生の受入れをしました

日　時

場　所

対　象

おすすめの鍋の具材
抜粋して一部紹介します。

● 沖でとれた、小魚をフードプロセッサーにかけて、つみれにします。魚そのもので美味し
いです（70 代・女性）抜粋して一部紹介します。

● 干しカレイを削ぎ切りにして焼いて入れると美味しいです (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

ほっとかへんネット南あわじとは？
市内の社会福祉法人11法人でつくる連
絡協議会です。高齢、障がい、保育など
それぞれの専門分野の力を合わせて、さ
まざまな地域貢献活動を行っています。

・日常生活上、一時的に必要な経費
・福祉機器、福祉用具の購入
・障がい者の社会参加に必要な自動車の購入
・住宅のバリアフリー化等の改築、補修など
・負傷または疾病の療養(一年以内)経費など 

福祉費

緊急小口資金 10万円以内

二人以上：20万円以内/月
単　　身：15万円以内/月

40万円以内

60万円以内

生活再建までに必要な費用

同世帯の住宅の賃貸契約にかかる費用

同世帯の生活再建に一時的に必要な費用

生活支援費

住宅入居費

一時生活再建費

福祉資金
(対象)
低所得世帯、
高齢者世帯、
障がい者世帯

総合支援資金
(対象)
失業等の
低所得世帯

種類 貸付限度額 使途

ボランティア活動中の事故やケガに備え
て、ボランティア保険の加入をお勧めします。

ボランティア活動中の万が一の事故
に備える保険
①傷害保険金
②損害賠償責任保険金
③死亡見舞金
社協窓口にてご加入ください
（氏名・住所・電話番号が必要）
年間500円／1人
（令和6年4月1日～令和7年3月31日まで）

内容

手続

掛金

① 兵庫県ボランティア・市民活動災害共済

事業活動中のボランティアや参加者
のケガおよび、主催者が損害賠償を
負った場合に備える保険
①傷害保険金
②賠償責任保険金
社協窓口にてご加入ください。
1人50円 （1日20人以上から）

内容

手続
掛金

② 兵庫県ボランティア活動等行事用保険

あなたは、つぎのことでこまっていませんか？

出典：あなたのくらしのあんしんのために（全国社会福祉協議会 日常生活自立支援事業パンフレット）
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お 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せ
この度、「ほっとかへん

ネット南あわじ」で武庫
川女子大学の2回生12名
の社会福祉士実習生の受
入れを行いました。5日
間の実習期間で、養護老
人ホームさくら苑、あわじ障害者多機能施設ウインズ、児童養護施
設淡路学園の各施設・事業所をはじめ、地域に出て活動者からお話
しを聞くなど、幅広く「ふくし」について学びました。

最終日には、実習を通じて感じた「南あわじ市の良さや課題、今後こんなことに取り組めるといい
な」などについて、各班から発表をしていただきました。各分野での支援の共通点や、人と接する上
での重要な視点などについて、学校での学びと福祉現場での現実を結びつけながら振り返りを行う
ことができました。
そのあと行った福祉専門職との意見交換では、福祉の仕事

への思いなどをお互いに語り合い、刺激をもらい合う良い学
びの機会となりました。
実習生からいただいた意見も取り入れながら、南あわじ市

の「ふくし」がより良いものになるよう、ほっとかへんネット
の活動をすすめていきたいと思います。実習生のみなさまの
今後のご活躍を期待しています！

お問合せ・申込み：☎0799‐44‐3007

きこえのなんでも相談会きこえのなんでも相談会
高齢になると聞こえが悪いと感じたり、テレ

ビの音が大きいと言われるなどさまざまな悩
みがでてきます。聞こえの具合や、悩みなどを
相談できる講座が１月17日に丸山サロンにて
開催されました。淡路聴覚障害者センターによ
る講話や補聴器体験、言語聴覚士による聴力測
定が行なわれました。「私はまだ大丈夫」と思っ
ていた方も、自分では音の聞こえ具合はわから
ないので、聴力測定の結果を見ることで気づき
が生まれました。
みなさまも年に一度は

耳の聞こえ具合を確認し
てはいかがでしょうか？

日常生活自立支援事業の
ご案内

日常生活自立支援事業の
ご案内

４月15日（月）10：00～12：00
（毎月第3月曜日開催予定）

南あわじ市社会福祉協議会
２階会議室

使用済み切手・ベルマークの整理など
※ハサミを使って切ったり、仕分け
をしたりする簡単な作業です。

580万円以内
※使途により限度額・期間
が異なります。

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった
場合に貸し付ける費用

何か人の役に立ちたい方、集まってお
しゃべりがしたい方など、空いている時
間を活用してボランティアを始めてみ
ませんか？
お気軽に社協までお問合せください。

ボランティア募集ボランティア募集

ボランティア保険のご案内ボランティア保険のご案内

生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内
所得の少ない世帯等に対して相談援助を行い、必要な資金を貸し付けることによって、経済的な

自立と生活の安定、社会への参加を目指して兵庫県社会福祉協議会が行っている貸付制度です。
貸付制度は解決方法の一つです。他に方法があるかも含め、まずはどんなことでお困りか、南あわ

じ市社会福祉協議会までご相談ください。

社会福祉士実習生の受入れをしました社会福祉士実習生の受入れをしました

日　時

場　所

対　象

おすすめの鍋の具材
抜粋して一部紹介します。

● 沖でとれた、小魚をフードプロセッサーにかけて、つみれにします。魚そのもので美味し
いです（70 代・女性）抜粋して一部紹介します。

● 干しカレイを削ぎ切りにして焼いて入れると美味しいです (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

ほっとかへんネット南あわじとは？
市内の社会福祉法人11法人でつくる連
絡協議会です。高齢、障がい、保育など
それぞれの専門分野の力を合わせて、さ
まざまな地域貢献活動を行っています。

・日常生活上、一時的に必要な経費
・福祉機器、福祉用具の購入
・障がい者の社会参加に必要な自動車の購入
・住宅のバリアフリー化等の改築、補修など
・負傷または疾病の療養(一年以内)経費など 

福祉費

緊急小口資金 10万円以内

二人以上：20万円以内/月
単　　身：15万円以内/月

40万円以内

60万円以内

生活再建までに必要な費用

同世帯の住宅の賃貸契約にかかる費用

同世帯の生活再建に一時的に必要な費用

生活支援費

住宅入居費

一時生活再建費

福祉資金
(対象)
低所得世帯、
高齢者世帯、
障がい者世帯

総合支援資金
(対象)
失業等の
低所得世帯

種類 貸付限度額 使途

ボランティア活動中の事故やケガに備え
て、ボランティア保険の加入をお勧めします。

ボランティア活動中の万が一の事故
に備える保険
①傷害保険金
②損害賠償責任保険金
③死亡見舞金
社協窓口にてご加入ください
（氏名・住所・電話番号が必要）
年間500円／1人
（令和6年4月1日～令和7年3月31日まで）

内容

手続

掛金

① 兵庫県ボランティア・市民活動災害共済

事業活動中のボランティアや参加者
のケガおよび、主催者が損害賠償を
負った場合に備える保険
①傷害保険金
②賠償責任保険金
社協窓口にてご加入ください。
1人50円 （1日20人以上から）

内容

手続
掛金

② 兵庫県ボランティア活動等行事用保険

あなたは、つぎのことでこまっていませんか？

出典：あなたのくらしのあんしんのために（全国社会福祉協議会 日常生活自立支援事業パンフレット）
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ええ
和和 話話 輪輪地域の活動地域の活動

“ええ和・話・輪”で紹介してほしい活動があれば、ぜひ社協までご連絡ください♪

２月３日、南あわじ市文化体育館にて「第５回
南あわじ市卓球バレー交流大会」が開催されま
した。社協からは、「み～あジェネレーションズ」
として、計６名で交流リーグに参加しました。午
前午後にわたって、計４試合を戦い抜き、結果は
大健闘の７位！ 
参加者同士、声をかけ合いながら、時には熱

く、時には和気あいあいとした雰囲気の中、卓球
バレーを楽しみました。

阿万上町の本庄川沿いにたたずむ亀岡荘。ここの一室にかわいらしいひな人形が飾られているの
をご存じですか？ 畳敷きの部屋に足を踏み入れると、思わず「わー」と感嘆の声が漏れるほど、10以
上の段飾りが並ぶ見事な光景が広がっています。古いものでは、50年以上前のものもあるそうで
す。穏やかな表情をしたひな人形が、訪れた人の気持ちを明るくさせてくれます。
この飾りつけを行ったのは、ボランティアグループ「亀岡若葉会」です。以前から、地域の活性化と

本庄川周辺の環境美化活動を目的に川沿いにこいのぼりの飾りつけを行っています。５月のこいの
ぼりに続き、「せっかくなら、ひなまつりもええなー」ということで、数年前から女性会の方がひな飾
りを始めました。「大事に使われてきたものなので、大切に飾ってあげたい」「家の中で置きっぱなし
になるよりは、みなさまに見ていただけたら」と取材に応
じてくださった山本久子さん、庄田明美さん、庄田照子さ
んは笑顔で話されていました。
３月半ばまでの展示ということで、今年の展示はすでに

終わってしまいましたが、５月にはこいのぼりも展示予定
とのことです。商工会によるちょうちん飾りもあり、こち
らもとても賑やかです。みなさま、こいのぼりの季節に一
度足を運ばれてはいかがでしょうか。

家庭で食べきれずに余っている食材を持ち寄り、それを必要としてい
る方に届ける「フードドライブ活動」が南あわじ市内で広がっています。
毎月行っているフードドライブデイや社協窓口を通じて、みなさまから
たくさんの食材をご寄附いただき、本当にありがとうございます。
ご寄附いただいた食材は、相談者の方や福祉施設などにお届けをして

います。また、フードバンク淡路島や消費者協会、コープこうべ、JAあわ
じ島などの各種団体でつくる「架け橋パントリープロジェクト」の取り
組みとして、定期的にひとり親家庭や生活にお困りの方を対象に「食材無料配布会」を開催し、食
材をお渡ししています。食材を受け取った方々からは、たくさんのお礼の声が届いています。
引き続き、みなさまのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

•今回はどんな物かなと家族で楽しみにしています。中学生と高校生の子どもたち
は本当に良く食べます。ありがとうございます。

•いつもありがとう　・おいしくたべてる
•いつもみなさまのご親切に感謝っ！ 
•３人を育てるシングルマザーなのでとても助かっています。
•物価高騰が続く中、子どもたちに我慢させています。
•これらの食材やお気持ちが私たちの生きるパワーになっています。

他にもたくさんの「ありがとう」の声が届いています♪

亀岡若葉会のひなまつり亀岡若葉会のひなまつり
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「もったいない」を「ありがとう」へ
～フードドライブへのご協力ありがとうございます～
「もったいない」を「ありがとう」へ
～フードドライブへのご協力ありがとうございます～

第5回卓球バレー交流大会第5回卓球バレー交流大会
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福祉クイズ福祉クイズ

■応募方法
はがきかメールに①クイズの答
え②幸せを感じる時を教えてく
ださい③郵便番号④住所⑤名前
⑥電話番号⑦年齢をご記入の
上、ご応募ください。
■締め切り3月1日（金）必着
■応募先
〒656-0122
南あわじ市広田広田1064番地
南あわじ市社会福祉協議会
メール
info@minamiawaji-shakyo.or.jp

第
73
号
の
福
祉
ク
イ
ズ
の
答
え
は

◆応募者の中から10名の方に図書
カードをプレゼント！

◆当選者の発表は、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

特集記事で紹介している
地域で働く職種の名前は？
○○○○○

福祉クイズ福祉クイズ

■応募方法
はがきかメールに①クイズの答
え②幸せを感じる時を教えてく
ださい③郵便番号④住所⑤名前
⑥電話番号⑦年齢をご記入の
上、ご応募ください。
■締め切り4月30日（火）必着
■応募先
〒656-0122
南あわじ市広田広田1064番地
南あわじ市社会福祉協議会
メール
info@minamiawaji-shakyo.or.jp

第
74
号
の
福
祉
ク
イ
ズ
の
答
え
は

◆応募者の中から10名の方に図書
カードをプレゼント！

◆当選者の発表は、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

３月３日は何の日？

○○○○○
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」ワ
ー
カ
ー
で
し
た
。

抜粋して一部紹介します。
● わかめを入れると美味しい！ (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

抜粋して一部紹介します。
● 家で作っているレモン (70 代・女性）おすすめの鍋の具材
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ええ
和和 話話 輪輪地域の活動地域の活動

“ええ和・話・輪”で紹介してほしい活動があれば、ぜひ社協までご連絡ください♪

２月３日、南あわじ市文化体育館にて「第５回
南あわじ市卓球バレー交流大会」が開催されま
した。社協からは、「み～あジェネレーションズ」
として、計６名で交流リーグに参加しました。午
前午後にわたって、計４試合を戦い抜き、結果は
大健闘の７位！ 
参加者同士、声をかけ合いながら、時には熱

く、時には和気あいあいとした雰囲気の中、卓球
バレーを楽しみました。

阿万上町の本庄川沿いにたたずむ亀岡荘。ここの一室にかわいらしいひな人形が飾られているの
をご存じですか？ 畳敷きの部屋に足を踏み入れると、思わず「わー」と感嘆の声が漏れるほど、10以
上の段飾りが並ぶ見事な光景が広がっています。古いものでは、50年以上前のものもあるそうで
す。穏やかな表情をしたひな人形が、訪れた人の気持ちを明るくさせてくれます。
この飾りつけを行ったのは、ボランティアグループ「亀岡若葉会」です。以前から、地域の活性化と

本庄川周辺の環境美化活動を目的に川沿いにこいのぼりの飾りつけを行っています。５月のこいの
ぼりに続き、「せっかくなら、ひなまつりもええなー」ということで、数年前から女性会の方がひな飾
りを始めました。「大事に使われてきたものなので、大切に飾ってあげたい」「家の中で置きっぱなし
になるよりは、みなさまに見ていただけたら」と取材に応
じてくださった山本久子さん、庄田明美さん、庄田照子さ
んは笑顔で話されていました。
３月半ばまでの展示ということで、今年の展示はすでに

終わってしまいましたが、５月にはこいのぼりも展示予定
とのことです。商工会によるちょうちん飾りもあり、こち
らもとても賑やかです。みなさま、こいのぼりの季節に一
度足を運ばれてはいかがでしょうか。

家庭で食べきれずに余っている食材を持ち寄り、それを必要としてい
る方に届ける「フードドライブ活動」が南あわじ市内で広がっています。
毎月行っているフードドライブデイや社協窓口を通じて、みなさまから
たくさんの食材をご寄附いただき、本当にありがとうございます。
ご寄附いただいた食材は、相談者の方や福祉施設などにお届けをして

います。また、フードバンク淡路島や消費者協会、コープこうべ、JAあわ
じ島などの各種団体でつくる「架け橋パントリープロジェクト」の取り
組みとして、定期的にひとり親家庭や生活にお困りの方を対象に「食材無料配布会」を開催し、食
材をお渡ししています。食材を受け取った方々からは、たくさんのお礼の声が届いています。
引き続き、みなさまのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

•今回はどんな物かなと家族で楽しみにしています。中学生と高校生の子どもたち
は本当に良く食べます。ありがとうございます。

•いつもありがとう　・おいしくたべてる
•いつもみなさまのご親切に感謝っ！ 
•３人を育てるシングルマザーなのでとても助かっています。
•物価高騰が続く中、子どもたちに我慢させています。
•これらの食材やお気持ちが私たちの生きるパワーになっています。

他にもたくさんの「ありがとう」の声が届いています♪

亀岡若葉会のひなまつり亀岡若葉会のひなまつり

「
私
の
生
き
が
い
」〜
好
き
な
こ
と
〜

「
私
の
生
き
が
い
」〜
好
き
な
こ
と
〜

「もったいない」を「ありがとう」へ
～フードドライブへのご協力ありがとうございます～
「もったいない」を「ありがとう」へ
～フードドライブへのご協力ありがとうございます～

第5回卓球バレー交流大会第5回卓球バレー交流大会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
つ
な
が
り
合
い
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、川
柳
の
投
稿
募
集
を
は
じ
め
て
３

年
が
経
過
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
投
稿
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。川
柳
づ
く
り

を
生
き
が
い
に
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
や
他
者
の
作
品
に
感
動
さ
れ
た
方
、フ
ァ
ン
を
つ

く
っ
て
し
ま
っ
た
方（
？
）な
ど
川
柳
が
み
な
さ
ま
の
小
さ
な
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。

お
題
を
決
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
社
協
で
は
川
柳
の
投
稿
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
胸
は
弾
む
が
　
お
せ
っ
か
い

ボ
ッ
チ
ャ

野
花
生
け
　
新
聞
読
ん
で
　
無
我
の
境

よ
ろ
け
バ
ー
サ
ン

明
日
に
向
け
　
旅
し
て
食
べ
て
　
バ
バ
友
と

さ
っ
ち
ゃ
ん

模
様
替
え
　
一
時
過
ぎ
れ
ば
　
元
の
位
置

迷
い
犬

根
性
タ
イ
　
渦
に
も
ま
れ
て
　
た
ま
ご
う
む

伊
毘
き
さ
ら
ぎ
会

　
天
（
あ
ま
）
翔
け
ろ
　
願
い
は
「
平
和
」
　
ひ
た
む
き
に

細
川
　
は
る
み

福祉クイズ福祉クイズ

■応募方法
はがきかメールに①クイズの答
え②幸せを感じる時を教えてく
ださい③郵便番号④住所⑤名前
⑥電話番号⑦年齢をご記入の
上、ご応募ください。
■締め切り3月1日（金）必着
■応募先
〒656-0122
南あわじ市広田広田1064番地
南あわじ市社会福祉協議会
メール
info@minamiawaji-shakyo.or.jp

第
73
号
の
福
祉
ク
イ
ズ
の
答
え
は

◆応募者の中から10名の方に図書
カードをプレゼント！

◆当選者の発表は、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

特集記事で紹介している
地域で働く職種の名前は？
○○○○○

福祉クイズ福祉クイズ

■応募方法
はがきかメールに①クイズの答
え②幸せを感じる時を教えてく
ださい③郵便番号④住所⑤名前
⑥電話番号⑦年齢をご記入の
上、ご応募ください。
■締め切り4月30日（火）必着
■応募先
〒656-0122
南あわじ市広田広田1064番地
南あわじ市社会福祉協議会
メール
info@minamiawaji-shakyo.or.jp

第
74
号
の
福
祉
ク
イ
ズ
の
答
え
は

◆応募者の中から10名の方に図書
カードをプレゼント！

◆当選者の発表は、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

３月３日は何の日？

○○○○○
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」ワ
ー
カ
ー
で
し
た
。

抜粋して一部紹介します。
● わかめを入れると美味しい！ (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

抜粋して一部紹介します。
● 家で作っているレモン (70 代・女性）おすすめの鍋の具材
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●
金
銭
預
託

★
物
品
の
寄
附

　ご
寄
附
い
た
だ
く
物
品
は
、

☆
新
品
ま
た
は
新
品
同
様
の
も
の

☆
取
り
扱
い
説
明
書
の
あ
る
も
の

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い

お
願
い

◯本部・総務課
◯地域福祉課・総合相談課
◯ボランティアセンター
◯権利擁護センター

☎ 0799-44-3007
☎ 0799-44-3007
☎ 0799-44-3007
☎ 0799-44-3310

☎ 0799-44-3133
☎ 0799-44-2727
☎ 0799-44-3711
☎ 0799-45-1806
FAX 0799-45-1420

◯訪問介護事業所
◯居宅介護支援事業所
◯相談支援事業所
◯なでしこデイサービスセンター

発行　社会福祉法人 南あわじ市社会福祉協議会
〒656-0122 兵庫県南あわじ市広田広田1064番地　
TEL(0799)44-3007(代)　FAX (0799)44-3037(代)

メール info@minamiawaji-shakyo.or.jpURL https://minamiawaji-shakyo.or.jp

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心

あ
た
た
ま
る
善
意
は
、
寄
附
者
の
ご

意
向
に
沿
い
福
祉
の
増
進
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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シ
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バ
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ま
す
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地
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倭
文
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成
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年
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親
の
会
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講
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貴
子
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悠
晴・夏
鈴

向
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自
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会
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地
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づ
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協
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会
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屋
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台
1
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会
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地
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児
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協
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●「
防
災
」×「
地
域
」×「
支
援
」

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

●
地
域
の
活
動
え
え
和
・
話
・
輪
 

●
社
協
活
動
紹
介
・
ふ
く
し
ク
イ
ズ

●
善
意
銀
行
だ
よ
り

C
o
n
te
n
ts

こ
の
広
報
誌
は
一
部
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
財
源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、地
域
の
方
か
ら
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、①
氏
名
②
住
所
③
電
話

番
号
を
4
月
末
ま
で
に
社
協
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、希
望
者
多
数

の
場
合
は
、抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

譲
渡
後
の
修
繕
・
消
耗
品
の
交
換

な
ど
に
つ
い
て
は
、利
用
者
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「イングランドの丘からの流れ雲」
賀集　スマイルさん

あ
な
た
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

「
★
キ
ラ
キ
ラ
★
」
　

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。南
あ
わ

じ
市
社
協
で
は
、あ
な
た
の
こ

こ
ろ
を
弾
ま
せ
て
く
れ
る
キ
ラ

キ
ラ
な
瞬
間
を
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
。下
記
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
写
真
デ
ー
タ
添
付
の

う
え
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
丸
山
地
区
の
夕
日
」

丸
山
　
喜
田
　
進
さ
ん

「
L
o
o
k 
a
t 

M
e 

!
」

神
代
　
葵
く
ん

抜粋して一部紹介します。
● やっぱり白菜！出汁が染みて美味しい (70 代・女性）おすすめの鍋の具材

「
亀
岡
若
葉
会
」　
ひ
な
ま
つ
り

詳
し
く
は
、P.6

で
紹
介
し
て
い
ま
す
！


